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報道関係各位

公益社団法⼈⽇本技術⼠会⻘年技術⼠⽀援委員会（委員⻑：村上玲）は、1⽉20⽇（⼟）に東京都港区芝公
園3丁⽬5-8にある機械振興会館にて、技術⼠のコンピテンシー（コミュニケーション）の向上を⽬的とし、多
⾓的な視点や様々な情報を元に論理的思考して第三者に説明する「ディベート」を開催しました。16名の技術
⼠・技術⼠補・修習技術者、技術者が参加し、⼤盛況のうちに終了しました。

イベント詳細

公益社団法⼈⽇本技術⼠会⻘年技術⼠⽀援委員会とは？
公益社団法⼈⽇本技術⼠会は技術⼠制度の普及・啓発に取り組んでいる唯⼀の全国組織です。
当会は、⽇本技術⼠会内に設けられた委員会組織で、45歳以下の技術⼠、技術⼠補、修習技術者
から構成され、若⼿技術⼠に向けた研鑚事業の企画・実施・⽀援をしています。

本イベントでは、前半はディベートについての講義、後半はグループワークを⾏った後に、試合形式でディベ
ートを⾏いました。
前半の講義では、例えを⽤いてディベートの「⽴論」「質疑」「反論」「反駁」、ジャッジの⽅法やディベー

トを⾏う上での鉄則やテクニックを学習しました。試合としてのディベートのルールは⽇本ディベート協会のル
ールを参考にしました。
続くグループワークでは、論題「技術⼠資格は業務独占になるべきだ」に対して肯定・否定両⽅の⽴場から

「論点」およびその「理由付け」を考える個⼈ワークを⾏いました。その後、肯定・否定を割り振り、グループ
内で各⾃が考えた論点を共有し、相⼿の反論への「反駁プラン」を検討しました。また、想定される相⼿の論題
に対しての「反論プラン」の検討を同時に進めました。この過程を通して、論題に対して多様な視点からの理解
をより⼀層深めることができました。
最後にグループワークの内容を元に試合で主張する理念、論点を3つに絞り、ディベートの試合を⾏いました。

参加者全員、前半で学んだテクニックやルールを良く理解し、⽩熱した試合が繰り広げられました。
参加者からは「反論、反駁プランを練る作戦タイムが２分しかなく難しかった。」「レベルの⾼い学習・体験

ができた」との声が寄せられました。

【イベント開催報告】
⻘年技術⼠⽀援委員会

「初級 ディベート体験」対⾯開催にて⼤盛況で終了！

【本イベントに関するお問い合わせ】

公益社団法⼈ ⽇本技術⼠会 ⻘年技術⼠⽀援委員会 委員⻑ 村上 玲

委員会広報グループ：原⽥佳代⼦ E-mail :  pr＠peyec.jp ※ 取材の際は左記までお問い合わせください。
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ディベートの様⼦グループワークの様⼦ 集合写真


